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信
州
松
本
空
港
企
業
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

佐
久
高
等
職
業
訓
練
校
は
、
来
年
４
月
に
入
校

す
る
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
技
能
職
人
に
必
要

な
知
識
を
専
門
の
講
師
に
、
技
能
を
経
験
豊
か
な

職
業
訓
練
指
導
員
か
ら
学
び
、
即
戦
力
と
な
る
技

能
士
に
育
て
上
げ
て
修
行
さ
せ
ま
す
。

【
普
通
課
程
募
集
科
】

①
建
築
施
工
系
木
造
建
築
科
②
木
材
加
工
系
木
工

科
③
建
築
仕
上
系
左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科
④
塗
装

系
建
築
塗
装
科
⑤
設
備
施
工
系
配
管
科
（
各
科
）

10
人
（
最
少
開
講
人
数
３
人
）

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
】　

10
人
（
最
少
開
講
人
数

５
人
）

平
成
31
年
度
訓
練
生
募
集
に
つ
い
て

　

信
州
松
本
空
港
の
冬
期
の
安
定
的
な
需
要
確
保
を

目
的
に
、
長
野
県
内
の
商
工
会
議
所
会
員
企
業
、
団

体
を
対
象
と
し
た
利
用
回
数
に
応
じ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

長
野
県
内
の
商
工
会
議
所
会
員
企
業
、

団
体

▽
対
象
便　

信
州
松
本
空
港
を
発
着
す
る
定
期
便

▽
対
象
期
間　

11
月
１
日
～
平
成
31
年
２
月
28
日
の

搭
乗

▽
対
象
要
件　

対
象
者
の
社
員
・
構
成
員
が
対
象
便

を
個
札
（
出
張
・
帰
省
等
）
の
利
用
で
合
計
６
回
利

用
（
片
道
換
算
）
し
た
場
合
に
１
企
業
・
団
体
１
回

限
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
。

▽
還
元
額　

２
万
円
（
片
道
６
回
で
２
万
円
）

▽
還
元
数　

予
算
の
範
囲
内
（
先
着
順
）

　

問
い
合
わ
せ
は
長
野
県
商
工
会
議
所
連
合
会

（
０
２
６
・
２
２
６
・
６
４
３
２
）。

　

労
働
保
険
は
、労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
で
、

国
の
強
制
保
険
制
度
で
す
。
事
業
主
は
、
社
員
・
嘱

託
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
れ
ば
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

未
手
続
き
の
事
業
所
は
、
小
諸
労
働
基
準
監
督
署

（
０
２
６
７
・
２
２
・
１
７
６
０
）・
佐
久
公
共
職
業
安

定
所
（
０
２
６
７
・
６
２
・
８
６
０
９
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

【
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
】　

５
人
（
最
少
開
講
人
数
３
人
）

▽
募
集
期
間　

11
月
１
日
（
木
）
～
平
成
31
年
１

月
31
日
（
木
）

　

申
込
、
問
い
合
わ
せ
は
佐
久
高
等
職
業
訓
練
校

（
０
２
６
７
・
６
２
・
２
２
７
６
）。

【
営
業
・
不
動
産
所
得
関
係
】

▽
開
催
月
日　

12
月
４
日
（
火
）
14
時
～
16
時

▽
会
場　

小
諸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
第
一
講
義
室

▽
対
象
地
区　

小
諸
市
・
御
代
田
町

【
農
業
所
得
関
係
】

▽
開
催
月
日　

12
月
３
日
（
月
）
10
時
～
12
時

▽
会
場　

佐
久
市
佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
地
区　

全
市
町
村

　

問
い
合
わ
せ
は
佐
久
税
務
署
（
担
当
部
門
・
個
人

課
税
第
一
部
門
）
０
２
６
７
・
６
７
・
３
４
６
２
。

青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

▽
開
催
日
時　

12
月
７
日
（
金
）
13
時
10
分
～
16
時

20
分

▽
場
所　

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

▽
内
容　

①
働
き
方
改
革
関
連
法
の
労
働
時
間
法
制

に
つ
い
て
（
小
諸
労
働
基
準
監
督
署
）
②
働
き
方
改

革
関
連
法
に
関
す
る
助
成
金
に
つ
い
て
（
長
野
労
働

局
）
③
講
演
「
企
業
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
へ
の
対

応
に
つ
い
て
」（
北
岡
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
）

　

問
い
合
わ
せ
は
小
諸
労
働
基
準
監
督
署

（
０
２
６
７
・
２
２
・
１
７
６
０
）。

働
き
方
改
革
関
連
法
の
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

長
野
県
火
災
共
済
協
同
組
合
は
、
未
加
入
の
物
件

の
見
積
り
、
補
償
内
容
の
質
問
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
同
組
合
（
担
当
坂
本

／
０
２
６
・
２
２
８
・
１
１
７
４
）
ま
で
。

秋
の
共
済
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ご
案
内

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
、
使

用
者
は
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
、
平
成
30
年
10
月

１
日
か
ら
時
間
額
８
２
１
円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常
の
労
働
時
間
・

労
働
日
に
対
応
す
る
賃
金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
な

ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
賃
金
の
引
き
上
げ
に
向
け
た
中
小
企
業
へ

の
助
成
金
等
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
小
諸
労
働
基
準
監
督
署

（
０
２
６
７
・
２
２
・
１
７
６
０
）

長
野
県
内
の
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ
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「みんなの夢ＡＷＡＲＤ」グランプリ 　田澤麻里香 さん

　

私
の
夢
は
、
小
諸
を
含
む
佐
久
地
域
一
帯

を
、「
世
界
中
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
フ
ァ
ン
が
、
世

界
で
一
番
、
感
動
す
る
場
所
」
に
す
る
こ
と

で
す
。
事
業
が
成
功
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
は

「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
フ
ァ
ン
の
聖
地
」
と
し
て
、
世

界
中
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

私
の
夢
は
、
単
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
が

１
０
０
年
後
も
、
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
、
誇
り
を
も
て
る
「
故
郷
」
で

あ
る
た
め
に
、
地
域
一
帯
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
高
め
て
、
そ
の
「
価
値
を
伝
え
ら
れ
る
も

の
」
を
具
現
化
し
た
い
で
す
。

　

私
は
、
こ
も
ろ
観
光
局
の
立
ち
上
げ
メ
ン

バ
ー
の
ひ
と
り
で
し
た
。
旅
行
会
社
に
勤
務

し
て
い
た
経
験
を
生
か
し
て
、「
着
地
型
旅

行
商
品
」
と
言
わ
れ
る
、「
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
開
発
を
担
当
し
ま
し
た
。
一
番
難
し
か
っ

た
の
は
、
冬
の
誘
客
で
す
。
１
月
に
、
小
諸

の
市
街
地
を
散
策
し
て
い
る
観
光
客
の
数
を

ご
存
知
で
す
か
？
市
の
統
計
に
よ
れ
ば
１
日

あ
た
り
25
人
で
す
。
私
の
全
て
の
原
動
力
は
、

「
こ
の
数
字
を
な
ん
と
か
し
た
い
」
と
い
う

思
い
で
す
。
そ
ん
な
寒
い
冬
に
、
こ
の
地
域

に
き
て
く
れ
る
の
は
、
ど
ん
な
人
な
の
か
？

何
を
魅
力
と
し
て
伝
え
れ
ば
い
い
の
か
？
ず

ど
こ
ろ
佐
久
地
域
で

 

蔵
人
体
験
の
事
業
提
案

酒
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
る
時
、

「
こ
の
寒
さ
こ
そ
が
、
実
は
大
き
な
魅
力
」

に
な
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
は
、
古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
、
氷

点
下
に
も
な
る
冬
の
自
然
環
境
を
生
か
し

て
、
美
味
し
い
日
本
酒
を
作
っ
て
き
た
と
い

う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
で
も
13
蔵
が
ひ

し
め
く
全
国
有
数
の
酒
ど
こ
ろ
で
す
。
水
と

米
だ
け
を
原
料
と
す
る
日
本
酒
造
り
は
、
地

域
の
自
然
環
境
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま

神
秘
的
な
日
本
酒
の
製
造
過
程
を
お
客
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
新
し
い
滞
在
ス
タ
イ
ル

で
す
。
実
現
で
き
れ
ば
、
日
本
で
初
め
て
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
こ
の
経
営
と
運
営

に
特
化
と
し
た
会
社
を
、
私
は
、
こ
こ
小
諸

に
作
り
た
い
で
す
。

　

こ
の
地
域
の
酒
蔵
の
多
く
に
は
、
か
つ
て
、

蔵
人
た
ち
が
冬
の
仕
込
み
の
間
だ
け
寝
泊
り

し
て
い
た
部
屋
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
し
、
昔
な
が
ら
の
雰
囲

気
を
大
切
に
し
つ
つ
も
快
適
な
滞
在
が
で
き

る
よ
う
、
少
し
だ
け
手
を
加
え
ま
す
。
そ
し

て
、
蔵
人
体
験
と
い
う
、
こ
こ
で
し
か
で
き

な
い
「
特
別
な
時
間
」
を
販
売
し
ま
す
。

　

主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
、
西
欧

諸
国
に
住
む
20
～
30
代
の
方
々
。
彼
ら
の
旅

は
旅
行
会
社
を
使
わ
ず
、
ス
マ
ホ
で
旅
先
の

情
報
を
集
め
、
宿
泊
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
自

力
で
旅
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
個
性
あ
る
宿
泊
施
設
が
あ
れ
ば
、
そ

こ
に
泊
ま
る
こ
と
自
体
が
、
旅
の
目
的
に
も

な
る
と
調
査
結
果
が
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

売
り
手
で
あ
る
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
彼
ら

に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
を
通
し
て

直
接
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
逆
に
彼
ら
が
こ
の
事
業
を
世
界
中
に
発

信
し
て
く
れ
ま
す
。「
蔵
人
体
験
」
が
目
的

な
の
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
ホ
テ
ル
や
旅
館
の

よ
う
な
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
不
要
で
す
。
だ
か

ら
、
食
事
は
提
供
し
ま
せ
ん
。
す
る
と
、
年

間
１
８
０
日
間
の
営
業
日
の
う
ち
、
例
え

ば
、
毎
日
10
人
が
利
用
す
る
と
、
一
冬
で

５
４
０
０
食
分
の
滞
在
者
の
食
事
が
地
域
で

す
。
こ
れ
ら
の
酒
蔵
を
外
の
人
に
積
極
的
に
、

効
果
的
に
み
せ
る
こ
と
で
、「
新
た
な
冬
の

魅
力
」
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
手
段
が
、「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
」
で
す
。
こ
れ
は
、
今
年
の
６
月

に
施
行
さ
れ
た
住
宅
宿
泊
事
業
法
、
い
わ
ゆ

る
民
泊
を
活
用
し
た
宿
泊
事
業
で
す
。

　

酒
蔵
そ
の
も
の
に
、
中
長
期
滞
在
し
な
が

ら
、「
蔵
人
」
と
い
う
職
人
体
験
通
じ
て
、

Voice to the future

消
費
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
飲
食
店
が

繁
盛
す
る
と
、
そ
の
食
材
の
仕
入
先
で
あ
る

一
次
産
業
の
み
な
さ
ん
へ
の
注
文
も
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

飲
食
代
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の

建
設
会
社
に
は
、
滞
在
空
間
の
リ
フ
ォ
ー
ム

の
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

体
験
の
み
の
参
加
も
可
能
と
す
れ
ば
、
旅
館

に
滞
在
す
る
人
が
い
た
り
、
酒
蔵
周
辺
で
民

泊
を
始
め
る
住
民
の
方
も
、
き
っ
と
出
て
く

る
で
し
ょ
う
。
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
生

き
た
英
語
を
使
う
場
と
し
て
ガ
イ
ド
を
お
願

い
し
た
い
で
す
。
ま
さ
に
地
域
全
体
で
こ
の

事
業
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
の
観
光
庁
に
よ
る
「
訪
日
動

機
」
調
査
に
よ
れ
ば
、
訪
日
外
国
人
に
、「
次

回
、
日
本
に
き
た
ら
し
た
い
こ
と
」
を
尋
ね

る
と
、「
四
季
の
体
感
」、「
自
然
体
験
・
農

漁
村
体
験
」、「
日
本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
の

体
験
」
と
答
え
る
人
が
増
え
ま
す
。
つ
ま
り
、

リ
ピ
ー
タ
ー
は
、「
よ
り
深
い
日
本
ら
し
さ
」

を
求
め
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
皆
様
が
ご
存

知
の
よ
う
に
、
近
年
、
欧
米
で
は
空
前
の
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｅ
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
間
違
い
な
く
世
界
を
魅
了

で
き
る
資
源
が
、
こ
の
地
域
に
は
あ
る
の
で

す
。
蔵
元
の
協
力
を
得
て
、「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
」
を
成
功
さ
せ
て
、
地

域
の
宝
物
を
世
界
に
発
信
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
地
域
の
環
境
や
資
源
に
、
私
た
ち
が

「
誇
り
」
を
持
て
る
き
っ
か
け
を
作
り
ま
し

ょ
う
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
く
だ

さ
い
。（
抜
粋
）

プレゼンテーションから
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市
町
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
く
る
み

沢
（
楜
澤
祐
一
社
長
）
は
、
個
人

客
へ
の
布
団
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
た
。

　

貸
出
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ
ま
で

学
校
や
事
業
所
向
け
に
行
っ
て
い

た
が
、
個
人
客
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
増
加
。「
客
が
宿
泊
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
が
寝
泊
ま
り
用

の
布
団
が
な
い
場
合
も
多
い
と
思

う
。
そ
ん
な
場
合
に
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
楜
澤
社
長
。

　

掛
け
布
団
や
敷
布
団
、
枕
な
ど

一
式
を
１
週
間
の
貸
し
出
し
で

４
千
円
。
シ
ー
ツ
だ
け
を
借
り
た

い
と
い
っ
た
場
合
も
、
単
品
で
の

貸
し
出
し
を
週
単
位
（
千
円
）
で

取
り
扱
っ
て
い
る
。
電
話
で
注
文

し
て
配
達
と
引
き
下
げ
ま
で
行

う
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
ロ
ー
ル
カ
ー
テ

ン
や
布
団
類
全
般
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ア
類
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
も
可
能
。「
自
宅
で
洗
濯

が
出
来
な
い
も
の
は
是
非
お
任
せ

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い

る
。

個
人
客
へ
の
布
団
貸
出
を
開
始

    　
　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
く
る
み
沢

活力ある事業所情報

　

生
活
雑
貨
品
の
企
画
販
売
を
行

う
市
の
Ａ
・
Ｙ
・
Ｊ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
（
エ

イ
ワ
イ
ジ
ュ
デ
ィ
ー
・
土
屋
順
子

社
長
）
は
、
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
名

札
ケ
ー
ス
を
開
発
。
販
売
を
始
め

た
。
特
許
申
請
も
し
て
い
る
。

　

名
刺
に
カ
バ
ー
を
し
て
目
隠
し

が
出
来
る
仕
組
み
で
、
カ
ラ
ー
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
５
色
。
一
個

１
３
０
０
円
（
税
別
）
で
ス
ト
ラ

ッ
プ
は
別
売
り
。

　

同
社
は
、
リ
ー
ル
付
き
ス
ト

ラ
ッ
プ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ポ

ー
チ
、
イ
ヤ
ホ
ン
ケ
ー
ス
な
ど

２
０
０
点
程
を
全
国
の
雑
貨
店
な

ど
に
卸
販
売
し
て
い
る
。
素
材
は

軽
く
て
扱
い
や
す
い
、
上
質
な
ナ

イ
ロ
ン
や
合
皮
な
ど
を
採
用
し

て
い
る
。

　

全
て
の
商
品
は
国
内
で
生
産

し
て
お
り
、
一
部
の
金
具
な
ど

を
除
い
て
国
産
の
材
料
を
用

い
、
製
造
は
高
い
縫
製
技
術
を

持
つ
地
元
の
加
工
所
に
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
、
高
品
質
な
商

品
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
。

全
国
の
雑
貨
店
、
楽
天
や
ア
マ

ゾ
ン
な
ど
の
通
販
サ
イ
ト
で
購

入
可
能
。

　
「
様
々
な
シ
ー
ン
で
老
若
男

女
問
わ
ず
便
利
に
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
土
屋
社
長
。

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
名
札
ケ
ー
ス
開
発

　   　
　
　

Ａ
・
Ｙ
・
Ｊ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ

●小諸市市 818-1　●ＴＥＬ：０１２０- ９７２- ５４５　●営業時間　９時半～ 17 時　●土日祝日定休

●小諸市市町１-１-９　●TEL．22・１７３６　●営業時間　７時半～19時（12
月～３月までは 18 時まで）　●日曜定休
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森
山
の
宮
嶋
り
ん
ご
園
（
宮
嶋

佐
一
代
表
）
は
、
今
月
か
ら
リ
ン

ゴ
ジ
ュ
ー
ス
の
詰
め
合
わ
せ
販
売

を
開
始
す
る
。

　

詰
め
合
わ
せ
は
▽
シ
ナ
ノ
ド
ル

チ
ェ
▽
浅
間
ク
チ
ー
ナ
▽
紅
玉
の

の
３
本
セ
ッ
ト
で
選
べ
る
。
ふ
じ

は
１
本
売
り
の
み
。

　

ジ
ュ
ー
ス
に
は
酸
化
防
止
剤
や

添
加
物
は
一
切
入
れ
ず
、「
見
た

目
よ
り
も
美
味
し
さ
を
重
視
し
て

い
る
」
と
い
う
の
が
特
長
。
同
園

の
り
ん
ご
は
御
牧
ケ
原
台
地
で
栽

培
し
て
お
り
、
堆
肥
を
用
い
て
土

づ
く
り
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

　

ジ
ュ
ー
ス
は
１
リ
ッ
ト
ル
瓶
１

本
７
０
０
円
～
（
税
込
）。
１
本

か
ら
で
も
購
入
可
。「
こ
れ
か
ら

の
季
節
お
歳
暮
ギ
フ
ト
と
し
て
も

最
適
で
す
」
と
宮
嶋
代
表
。

　

こ
の
他
に
も
果
実
酒
「
ハ
ー
ド

サ
イ
ダ
ー
」
や
、
ビ
ー
ル
に
近
い

サ
イ
ダ
ー「
ホ
ッ
プ
サ
イ
ダ
ー
」

を
12
月
に
リ
リ
ー
ス
予
定
。
り

ん
ご
を
用
い
た
様
々
な
商
品
の

試
作
も
勧
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト

や
紅
玉
な
ど
７
品
種
の
り
ん

ご
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。
５
キ

ロ
２
７
０
０
円
～
、
10
キ
ロ

５
０
０
０
円
～
で
、
要
望
が
あ

れ
ば
様
々
な
品
種
を
混
ぜ
て
の

販
売
も
行
う
。
森
山
の
同
り
ん

ご
園
の
ほ
か
に
御
影
の
直
売
所

「
浅
間
の
か
お
り
」
で
も
購
入

で
き
る
。

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
詰
め
合
せ
販
売

　
　

  

宮
嶋
り
ん
ご
園

掲載情報を募集しています ! TEL.0267-22-3355/FAX.0267-23-9030
E-mail:kcci@komoro.org

　

菱
野
温
泉
常
盤
館
（
花
岡
隆
社

長
）
は
、
12
月
１
日
か
ら
２
月
28

日
ま
で
の
３
ヶ
月
間
、
被
災
地
支

援
と
し
て
「
北
海
道
フ
ェ
ア
」
を

開
始
す
る
。

　

平
日
４
人
１
部
屋
で
一
人
１
泊

２
食
付
き
１
万
３
千
円
（
税
別
）、

日
帰
り
は
７
千
円
（
税
別
）。
料

理
の
内
容
は
主
に
北
海
道
産
の
海

鮮
を
使
用
し
た
せ
い
ろ
蒸
し
や
本

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
陶
板
焼
き
な
ど
。

　

バ
ス
の
無
料
送
迎
も
行
っ
て
お

り
、
小
諸
市
内
は
５
人
、
佐
久
市

内
は
10
人
集
ま
れ
ば
希
望
場

所
へ
の
送
迎
可
。「
こ
れ
か

ら
の
シ
ー
ズ
ン
、
忘
新
年
会

な
ど
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

と
花
岡
薫
支
配
人
。

　

同
フ
ェ
ア
は
12
月
28
日
か

ら
１
月
３
日
ま
で
対
象
外
。

来
月
か
ら
「
北
海
道
フ
ェ
ア
」

　
　
　
　

菱
野
温
泉
常
盤
館

●小諸市森山９５９-11　●ＴＥＬ：22・８１７５　●年中無休

●小諸市菱平７６２－２●ＴＥＬ：２２－０５１６　● http://www.tokiwakan.com/



   － 6 －

委員会活動から

　

当
所
経
済
環
境
委
員
会
（
大
井
英
俊
委
員

長
）
は
、
10
月
18
日
に
石
坂
産
業
（
埼
玉
県

三
芳
町
）
で
行
っ
て
い
る
「
く
ぬ
ぎ
の
森
環

境
塾
」
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
は
11
人
。
工
場
で
は
、
石
坂
産
業

が
取
り
組
む
廃
棄
物
な
ど
の
再
資
源
化
の
プ

ロ
セ
ス
を
見
学
し
た
。
同
社
は
、
埃
や
音
漏

れ
を
防
ぐ
ク
イ
ッ
ク
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
、
業
界

初
の
Ｃ
ｏ
２
を
排
出
し
な
い
重
機
な
ど
を
使

用
し
、
周
辺
の
自
然
環
境
と
働
く
人
に
配
慮

し
な
が
ら
リ
サ
イ
ク
ル
化
率
１
０
０
％
を
目

指
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
隣
接
さ
れ
て
い
る
「
く
ぬ
ぎ
の
森

交
流
プ
ラ
ザ
」
で
は
、
普
段
は
捨
て
て
し
ま

う
里
芋
の
親
芋
を
ペ
ー
ス
ト
し
て
生
地
に
練

り
こ
ん
だ
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
も
販
売
さ

れ
て
い
る
。

経済環境
市
と
ベ
ト
ナ
ム
視
察

�

現
地
機
関
な
ど
訪
問

機
工
同
友
会�

仙
台
方
面
へ
視
察
研
修

廃
棄
物
の
再
資
源
化
に
関
心

�

埼
玉
方
面
へ
視
察
研
修

工　業

　

小
諸
市
が
開
催
し
た
ベ
ト

ナ
ム
へ
の
「
小
諸
市
海
外
企

業
及
び
海
外
産
業
団
地
等
調

査
派
遣
事
業
」
は
、
10
月
10

日
か
ら
14
日
ま
で
の
５
日
間

行
い
、
当
所
工
業
委
員
会
か

ら
も
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
小
諸
市
が
日
本

貿
易
振
興
機
構(

ジ
ェ
ト
ロ
）

と
連
携
し
て
海
外
企
業
を
誘

致
し
、
国
内
投
資
を
拡
大
さ

せ
地
方
創
生
を
加
速
さ
せ
る

支
援
自
治
体
に
選
ば
れ
た
こ

と
や
、
市
内
企
業
が
海
外
に

進
出
す
る
際
の
支
援
の
あ
り

方
や
、
人
材
不
足
に
悩
む
企

業
の
労
働
者
確
保
に
向
け
た

ベ
ト
ナ
ム
人
研
修
生
の
受
入

れ
体
制
強
化
な
ど
の
可
能
性

を
探
る
内
容
。
現
地
関
係
機

関
や
進
出
企
業
の
視
察
を
行

い
、
現
状
と
課
題
な
ど
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
ア
ジ
ア
地
域

の
中
央
に
位
置
し
、
主
要
国

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
、

人
口
の
60
％
が
35
歳
以
下
と

労
働
力
が
豊
富
。
ベ
ト
ナ
ム

政
府
は
経
済
、
社
会
環
境
の

整
備
に
積
極
的
だ
が
、
国
家

予
算
は
6
兆
円
と
日
本
に
比

べ
少
な
く
、
海
外
資
本
の
入

っ
て
い
る
地
区
だ
け
が
加
速

的
に
発
展
し
て
い
る
の
が
現

状
だ
。

　

視
察
し
た
ビ
ン
ズ
オ
ン
省

な
ど
は
、
工
業
団
地
開
発
や

新
都
市
開
発
が
海
外
資
本
で

急
速
に
進
ん
で
い
る
。
Ｖ
Ｓ

Ｉ
Ｐ(

ブ
イ
シ
ッ
プ)

工
業

団
地
は
、
Ⅰ
、
Ⅱ
合
わ
せ
て

約
２
５
０
０
万
㎡
で
就
労
者

人
数
は
12
万
人
、
日
系
企

業
１
０
９
社
が
進
出
し
て
い

る
。

　

国
民
性
と
し
て
は
、
労
働

意
欲
が
高
く
勤
勉
で
、
和
や

礼
、
義
を
重
ん
じ
る
日
本
を

好
む
親
日
国
家
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
労
働
者
の
月
給

は
2
～
3
万
円
で
「
ス
ク
ー

タ
ー
を
買
え
る
こ
と
が
一
人

前
」
と
さ
れ
る
。
発
展
途
上

の
社
会
主
義
国
家
で
は
あ
る

が
、
活
気
と
夢
に
溢
れ
た
国

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

▽
訪
問
先　
　

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
総
領
事

館
、
ジ
ェ
ト
ロ･

ホ
ー
チ
ミ

ン
事
務
所
、
ビ
ン
ズ
ン
省
政

府
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
商
工

会
議
所
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
工
科

大
学
、
Ｖ
Ｓ
Ｉ
Ｐ

▽
視
察
先

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
ベ
ト
ナ
ム

工
業
展
示
会
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

地
下
鉄
工
事
現
場
、
Ｎ
ｉ
ｄ

ｅ
ｃ
ベ
ト
ナ
ム
日
本
電
産
サ

ン
キ
ョ
ー
、
ユ
ウ
ワ 

ベ
ト

ナ
ム

　

小
諸
機
工
同
友
会
（
室
賀
信
会
長
）
は
、

10
月
12
、
13
の
日
程
で
仙
台
方
面
へ
の
視
察

研
修
を
実
施
し
、
会
員
６
人
が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
工
場
と
、
政
宗
公

騎
馬
像
の
あ
る
青
葉
城
址
を
視
察
。
政
宗
公

騎
馬
像
の
眼
下
か
ら
は
仙
台
市
街
を
一
望
で

き
る
。

　

翌
日
は
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
被
害
し
た
仙
台
市
若
林
区

を
視
察
。
中
で
も
、
遺
構
と
し
て
当
時
の
状

態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
仙
台
市
立
荒
浜
小
学

校
の
校
舎
や
、
被
災
直
後
の
写
真
展
示
を
見

て
回
っ
た
。

　

松
島
海
岸
で
は
観
光
船
に
乗
り
遊
覧
を
体

験
。
東
日
本
大
震
災
で
は
「
松
島
湾
の
沖
合

い
の
島
々
が
、
津
波
防
潮
堤
の
役
割
を
果
た

し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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◆
も
の
づ
く
り
特
別
委
員
会

10
月
２
日
（
火
）
午
後
２
時
30
分
～

・
秋
の
イ
ベ
ン
ト
出
店
に
つ
い
て

・「
新
商
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
い
て

◆
工
業
委
員
会

10
月
10
日
（
水
）
午
後
6
時
30
分
～

・
各
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

・
視
察
研
修
に
つ
い
て

◆
商
業
委
員
会

10
月
18
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～

・
小
諸
市
内
の
現
状
に
つ
い
て

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

・
通
行
量
調
査
に
つ
い
て

◆
経
済
環
境
委
員
会

10
月
19
日
（
金
）

・
石
坂
産
業
（
埼
玉
県
）
視
察
研
修

◆
建
設
委
員
会

10
月
19
日
（
金
）

・
各
種
事
業
の
来
年
度
検
討
課
題

◆
観
光
委
員
会

10
月
22
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
～

・
第
53
回
東
信
菊
花
展
最
終
確
認

・
信
州
小
諸
囲
碁
セ　

ミ
ナ
ー
報
告

委員会だより 10 月の議題

ものづくり特別

「
共
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

　

当
所
も
の
づ
く
り
特
別
委
員
会

は
、
地
産
地
消
協
力
店
情
報
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
小
諸
市

地
産
地
消
推
進
協
議
会
の
登
録
加

盟
店
約
50
件
の
う
ち
、
42
件
で
扱

う
食
材
や
加
工
品
、
料
理
や
事
業

所
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

今
後
、
市
内
を
は
じ
め
県
内
外

に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

　

掲
載
事
業
所
は
次
の
通
り
。

▽
こ
う
じ
や
商
店
（
御
影
新
田
）

▽
味
工
房
小
諸
す
み
れ
（
御
影
新

田
）
▽
古
久
庄
村
松
商
店
（
南

町
）
▽
大
西
製
粉
（
東
小
諸
）
▽

風
味
堂
（
荒
町
）
▽
食
マ
マ
倶
楽

部
（
市
）
▽
み
や
さ
か
（
相
生
町
）

▽
中
棚
荘
（
古
城
）
▽
芳
光
（
平

原
）
▽
夢
ハ
ー
ベ
ス
ト
農
場
（
八

満
）
▽
虹
心
（
大
手
）
▽
ア
イ
ズ

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
（
相
生

町
）
▽
テ
ー
ル
ド
シ
エ
ル
（
滋
野

甲
）
▽
ひ
し
の
直
売
所
（
菱
平
）

▽
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
直
売
所
（
八

満
）
▽
三
岡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

直
売
所
（
耳
取
）
▽
直
売
所
た
き

ば
ら
駅
（
滝
原
）
▽
小
諸
大
橋
直

売
セ
ン
タ
ー
（
山
浦
）
▽
あ
ぐ
り

の
湯
こ
も
ろ
（
大
久
保
）
▽
浅
間

の
か
お
り
（
御
影
新
田
）
▽
福

　

当
所
と
ア
ク
サ
生
命
保
険
は
、
10
月
16

日
に
共
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
た
。

　

共
済
制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
や

「
経
営
リ
ス
ク
」
へ
の
備
え
、「
退
職
慰
労

金
」
の
準
備
に
有
効
な
長
期
保
障
定
期
保

険
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。

　佐久法人会小諸支部は 10 月 18 日、小
諸高原ゴルフクラブで会員親睦ゴルフコ
ンペを開催した。
　暖かな秋晴れの中、会員間で情報を交
わしながらゴルフを楽しんだ。
▽優勝　黒澤和夫（黒澤組）
▽準優勝　山口節夫（千曲運輸）

法人会小諸支部がゴルフコンペ
井
り
ん
ご
園
（
市
）
▽
松
澤
農
園

（
甲
）
▽
松
井
農
園
（
甲
）
▽
大

池
農
園
（
松
井
）
▽
天
狗
温
泉
浅

間
山
荘
（
浅
間
山
登
山
口
）
▽
青

雲
館
（
糠
地
）
▽
高
峰
高
原
ホ
テ

ル
（
高
峰
高
原
）
▽
停
車
場
ガ
ー

デ
ン
（
相
生
町
）
▽
和
食
処
み
よ

し
（
平
原
）
▽
そ
ば
七
（
本
町
）

▽
ハ
ラ
ダ
（
相
生
町
）
▽
ポ
ー
キ

ー
（
山
浦
）
▽
郷
ご
こ
ろ
（
森
山
）

▽
高
峰
高
原
ビ
ジ
タ
ー
ズ
カ
フ
ェ

（
高
峰
高
原
）
▽
凱
（
井
子
）
▽

ク
レ
ッ
セ
ン
ト
（
市
）
▽
井
泉
庵

（
新
町
）
▽
こ
も
ろ
医
療
セ
ン
タ

ー
栄
養
科
（
相
生
町
）
▽
小
諸
商

工
会
議
所
（
相
生
町
）
▽
ア
ー
デ

ン
（
森
山
）
▽
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

こ
と
ぶ
き
（
御
影
新
田
）
▽
高
嶺

商
会
（
和
田
）

地
産
地
消
の
登
録
店

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
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こ
の
調
査
は
、
小
諸
市
内
の
各
所
で

の
通
行
量
を
把
握
し
、
地
点
間
及
び
時

系
列
的
な
比
較
に
よ
り
、
経
営
環
境
の

変
化
に
伴
う
影
響
度
合
い
を
知
る
た
め

に
、
例
年
10
月
の
第
１
火
曜
日
に
実
施

し
て
い
る
。

　

各
調
査
地
点
に
於
い
て
歩
行
者
（
男

女
別
（
中
学
生
以
上
）、
自
転
車
・
バ
イ

ク
）、
車
輌
（
バ
ス
・
乗
用
車
・
ト
ラ
ッ

ク
）
に
分
け
、
通
行
方
向
別
に
１
時
間

毎
の
通
行
量
を
午
前
９
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
の
９
時
間
に
わ
た
っ
て
調
査
し

た
。
調
査
の
集
計
結
果
の
概
要
は
下
記

の
通
り
で
あ
る
。

○
調
査
日
：　

10
月
２
日
（
火
）　

午
前

　

９
時
～
午
後
６
時

○
調
査
地
点
：
市
内
９
ヶ
所

○
天
候
：
晴
れ
（
平
成
28
年
は
晴
れ
）

※
大
手
調
査
地
点
を
旧
ア
ミ
ュ
ー
ズ
ビ

ル
前
か
ら
中
沢
ビ
ル
前
へ
平
成
27
年
か

ら
変
更
。

※
小
諸
厚
生
総
合
病
院
が
平
成
29
年
度

ま
で
に
市
庁
舎
隣
り
に
移
転
す
る
こ
と

を
見
据
え
、
市
町
を
調
査
地
点
に
平
成

27
年
か
ら
追
加
。（
平
成
31
年
ま
で
）

※
平
成
29
年
は
浅
間
南
麓
こ
も
ろ
医
療

セ
ン
タ
ー
が
建
設
中
の
為
未
実
施
。

【
車
両
に
つ
い
て
】

・
①
～
⑨
の
各
調
査
地
点
で
の
車
輌
通

行
総
数
は
３
４
，
６
８
３
台
。
対
28
年

度
比
30
台
減
少
（
△
0
・
０
８
％
）
と
な

っ
た
。

・
増
加
し
た
地
点
は
③
荒
町
が
６
４
１

台
増
加
（
＋
16
・
7
％
）
④
与
良
町
が

４
１
５
台
増
加
（
＋
７
・
８
％
）

・
減
少
し
た
地
点
は
①
相
生
町
が
37
台

減
少
（
△
１
・
７
％
）
②
本
町
が
73
台
減

少
（
△
２
・
２
％
）
⑤
大
手
が
４
６
９
台

減
少
（
△
８
・
９
％
）
⑥
南
町
が
36
台
減

少
（
△
０
・
４
％
）
⑦
古
城
が
２
４
５
台

減
少
（
△
５
・
８
％
）
⑧
赤
坂
が
92
台
減

少
（
△
８
・
４
％
）
⑨
市
町
１
３
４
台
減

少
（
△
５
・
５
％
）
で
あ
っ
た
。

・
通
行
量
の
多
い
順
は
、
南
町
・
与
良

町
・
大
手
・
古
城
・
荒
町
・
本
町
・
市
町
・

相
生
町
・
赤
坂
の
順	

【
歩
行
者
に
つ
い
て
】

・
中
心
商
店
街
①
～
⑨
地
点
の
歩
行
者

総
数
は
２
，
８
４
６
人
。
対
28
年
度
比

21
人
減
少
（
△
０
・
７
％
）
し
た
。

・
増
加
し
た
地
点
は
③
荒
町
が
73
人
増

加
（
＋
26
・
２
％
）
⑤
大
手
が
14
人
増
加

（
＋
５
・
９
％
）
⑥
南
町
が
１
５
１
人
増

加
（
＋
34
・
6
％
）

・
減
少
し
た
地
点
は
①
相
生
町
が
６
人

減
少
（
△
0
・
7
％
）
②
本
町
が
51
人

減
少
（
△
10
％
）
④
与
良
町
が
30
人
減

少
（
△
14
％
）
⑦
古
城
が
21
人
減
少
（
△

13
・
9
％
）
⑦
赤
坂
が
１
２
６
人
減
少

（
△
１
３
５
％
）⑨
市
町
が
25
人
減
少（
△

20
・
1
％
）

・
通
行
量
の
多
い
順
は
、
相
生
町
・
本
町
・

南
町
・
荒
町
・
大
手
・
与
良
町
・
古
城
・

市
町
・
赤
坂
の
順

・
調
査
日
の
天
候
は
晴
れ
。
車
輌
は
昨

年
よ
り
も
７
地
点
で
減
少
。
歩
行
者
は

６
地
点
で
減
少
し
た
。

・
車
両
増
は
荒
町
・
与
良
町
、
歩
行
者

増
は
荒
町
、
大
手
、
南
町
。

・
荒
町
や
与
良
町
・
南
町
な
ど
の
急
激

な
通
行
量
の
増
加
は
病
院
の
新
設
に
伴

い
車
両
・
歩
行
者
と
も
に
新
し
い
交
通

ル
ー
ト
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

地区 調査地点
車両（台数） 歩行者（人数）

H30.10.2 H28.10.4 前年対比 H30.10.2 H28.10.4 前年対比

① 相生町 相生会館前 2,105 2,142 △ 37 810 816 △ 6

② 本　町 ゆもと京都屋前 3,210 3,283 △ 73 507 558 △ 51

③ 荒　町 荒町館 3,822 3,181 641 278 205 73

④ 与良町 与良館前 5,319 4,904 415 213 243 △ 30

⑤ 大　手 中沢ﾋﾞﾙ前 5,241 5,710 △ 469 234 220 14

⑥ 南　町 もとや釣具店前 7,295 7,331 △ 36 436 285 151

⑦ 古　城 足柄食糧前 4,186 4,431 △ 245 151 172 △ 21

⑧ 赤　坂 赤坂区民会館前 1,094 1,186 △ 92 93 219 △ 126

⑨ 市　町 クリーニングくるみ沢 2,411 2,545 △ 134 124 149 △ 25

計 34,683 34,713 △ 30 2,846 2,867 △ 21

平成３０年  通行量調査結果
調査日：平成３０年１０月２日（火）午前９時～午後６時　天気：晴れ

平
成
30
年 

小
諸
市
内
通
行
量
調
査
結
果
概
要

病
院
新
設
で
歩
行
者
、
車
両
に
新
ル
ー
ト
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▽
２
日
（
金
）

・
小
諸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会
会
員
親
睦
ボ

　

ウ
リ
ン
グ
大
会　
（
18
時
～
）

▽
４
日
（
日
）

・
東
信
菊
花
展
最
終
日

▽
５
日
（
月
）

・
振
興
委
員
会　
（
16
時
～
）

▽
７
日
（
水
）

・
記
帳
確
認
相
談
会　
（
13
時
～
）

・
機
工
同
友
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会　
（
18
時
～
）

▽
12
日
（
月
）

・
一
日
公
庫　
（
10
時
～
）

▽
13
日
（
火
）

・
金
融
懇
談
会　
（
13
時
半
～
）

▽
15
日
（
木
）

・
整
備
振
興
会　
（
18
時
～
）

・
商
業
委
員
会　
（
18
時
半
～
）

▽
18
日
（
日
）

・
懐
古
園
紅
葉
ま
つ
り
最
終
日

・
日
商
簿
記
検
定
試
験

▽
20
日
（
火
）

・
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー　
（
15
時
～
）

・
青
年
部
理
事
会　
（
19
時
半
～
）

▽
22
日
（
木
）

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
会　
（
13
時
～
）

月11

　

懐
古
園
の
三
の
門
に
、
し
ゃ
ち
ほ
こ
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
人
は
い
る
だ

ろ
う
か
。
名
古
屋
城
の
よ
う
な
絢
爛
豪
華
な
も
の
で
は
な
い
が
、
高
さ
約
60
㎝
、

横
約
50
㎝
の
立
派
な
代
物
。
旧
浅
科
村
の
瓦
職
人
が
作
っ
た
。
門
脇
の
ケ
ヤ
キ
が

強
風
で
揺
れ
、
し
ゃ
ち
ほ
こ
の
破
片
が
落
ち
た
こ
と
か
ら
撤
去
さ
れ
た
。
10
年
以

上
前
の
こ
と
だ
。
撤
去
後
は
徴
古
館
で
保
存
、
展
示
し
て
い
る
。

　

三
の
門
は
、
寛
保
２
（
１
７
４
２
）
年
の
「
戌
の
満
水
」
で
流
さ
れ
、
そ
の
後

再
建
さ
れ
た
。
明
治
時
代
に
瓦
ぶ
き
と
な
り
、
し
ゃ
ち
ほ
こ
が
設
置
さ
れ
た
の
は

大
正
２
年
の
こ
と
だ
。

　

こ
の
幻
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
を
デ
ー
タ
化
し
よ
う
と
、
小
諸
城
の
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
化
に
取

り
組
む
長
野
大
の
デ
ー
タ
収
集
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
、
文
化
財
級
の
品
々

に
も
手
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
。
歴
史
的
財
産
や
人
々
の
記
憶
が
埋
も
れ
て
い
く

中
で
、
こ
う
し
た
記
録
を
残
す
作
業
の
重
要
度
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
っ
て
い
き
そ

う
だ
。

富岡 隼人 醸造責任者（28）

親
し
み
の
あ
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
目
指
す

　「ジオ」とは、ベトナム語で「風」を意味します。
私はベトナムで日本語教師としてベトナムに赴任
した経験があり、帰国後に父であり社長である富
岡正樹の元で、このワイナリー開設に向けて取り
組んできました。御牧ヶ原台地の丘（ヒルズ）に
立つこのワイナリーから、自社醸造のワインを風
に乗せてお客の元へ届けたいという願いを込めた
のが「ジオヒルズ」の由来です。
　御牧ヶ原台地でのワイン用ぶどうの栽培は、今
年で 16 年目を迎えました。そして、この秋に初
めての自社醸造に取り組みます。今後、年間約
１万５千本の生産を見込んでおり、酒屋や飲食店
などで販売していく予定です。
　また、ワイナリーの２階は週末はランチ営業、
その他平日は喫茶営業の予定で、ここでは自社ワ
インのほかにエスニック料理などの日替わりメニ
ューや、ワインに合う軽食、中棚荘の料理メニュ
ーを提供したいと思っています。
　ワイナリーはまだ歩き出したばかりですが、い
ずれ信州を代表するワインを造り、私の第２の故
郷であるベトナムとの連携を図っていきたいと考
えています。

ジオヒルズワイナリー

【ジオヒルズワイナリー】
小諸市山浦富士見平５６５６
TEL. ０２６７-48- ６４２２
営業時間：午前10時～午後５時・不定休
URL:http://www.giohills.jp

人 

事 

往 

来

■
議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

長
野
銀
行
小
諸
支
店

�

　

支
店
長　

新
藤
修
一

■
代
表
者
名
変
更

長
野
沖
電
気
㈱

　

�

代
表
取
締
役　

中
野
善
之

■
連
絡
先
変
更　

㈲
ゼ
ロ
総
建

　

�

電
話
２
６
・
１
２
８
４

事
業
所
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
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「スノーシュー」

雪
山
の
自
然
に
親
し
む
ス
ポ
ー
ツ

グ
」
を
12
月
下
旬
か
ら
来
年
３
月

末
ま
で
開
催
。
高
峰
散
策
や
高
峰

山
山
頂
を
目
指
す
初
級
者
か
ら
、

黒
斑
山
山
頂
を
目
指
す
上
級
者
向

け
、
高
峰
周
辺
を
散
策
し
な
が
ら

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
を
楽
し
む

家
族
向
け
な
ど
、
計
６
コ
ー
ス
を

設
け
て
い
る
。
同
校
の
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
が
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
を
し

な
が
ら
歩
く
た
め
、「
ス
キ
ー
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
は
一
味
違
っ
た

雪
の
楽
し
み
方
を
体
験
で
き
る
」

と
好
評
だ
。

　

料
金
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な

り
３
５
０
０
円
～
。
全
コ
ー
ス
で

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
レ
ン
タ
ル
代
も
含

ま
れ
て
い
る
。
希
望
日
の
３
日
前

ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
。

　
「
浅
間
山
麓
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
エ
リ
ア
構
想
」
を
掲
げ
て
い
る

小
諸
市
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
受
け

皿
と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

が
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
も
活
用
を
進
め
た
い
考
え

だ
。
と
か
く
、
冬
場
は
身
体
を
動

か
す
機
会
が
減
る
が
、
こ
う
し
た

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
元
の
自
然

を
満
喫
す
る
の
も
悪
く
な
い
。

　
「
雪
質
最
高
、
景
色
も
最
高
」

で
知
ら
れ
る
高
峰
高
原
の
ア
サ
マ

２
０
０
０
パ
ー
ク
が
、
11
月
24
日

に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

夏
場
は
、
高
山
植
物
に
囲
ま
れ

な
が
ら
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
の
拠
点
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か

ら
の
シ
ー
ズ
ン
は
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
と
い
っ
た
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

園
と
な
る
。

　

こ
の
中
で
も
、
子
ど

も
か
ら
年
配
者
ま
で

幅
広
い
年
代
が
楽
し

め
る
こ
と
で
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
「
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
」
で
、
雪
上

を
歩
く
「
西
洋
か
ん
じ

き
」
を
履
い
て
、
自
然

に
親
し
み
な
が
ら
雪

山
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

す
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
。

　

浅
間
山
麓
国
際
自

然
学
校
は
、「
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン

　当所と小諸市、こもろ観光局、小諸
商店会連合会で構成する信州小諸ふー
ど ま つ り 連 絡 会（ 清 水 良 英 会 長 ） は
10 月 ６ 日（ 土 ）、「 第 24 回 信 州 小 諸
ふーどまつり」を開催。当日は天候に
も 恵 ま れ、 同 時 開 催 も 含 め る と 100
店舗以上が出店した。
　 今 年 は「KOMORO　CARnival」 を
初めて同時開催。懐古園駐車場と大手
門公園駐車場にて世界の名車約 70 台
が並んだほか、ヂャイアント AA15 の
始動プロジェクトや車への落書きイベ
ントなどで多くの観客を楽しませた。
　この他にも食を中心としたアイデア
が詰まった地元産の食を用いた企画に
参加者の注目を集めた。

信州小諸ふーどまつり大盛況

■
こ
も
ろ
カ
ー
ニ
バ
ル

　

大
手
門
公
園
駐
車
場
で
は
小

諸
市
が
で
き
た
昭
和
29
年
頃
に

製
造
さ
れ
現
役
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
、
ヂ
ャ
イ
ア
ン
ト
Ａ
Ａ

15
の
エ
ン
ジ
ン
始
動
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
っ
た
。

■
マ
イ
タ
ケ
ブ
ー
ス

　

当
所
が
新
た
な
特
産
品
開
発
と

し
て
実
験
的
に
栽
培
を
行
っ
て
採

れ
た
舞
茸
の
け
ん
ち
ん
汁
を
振
る

舞
い
、
用
意
し
た
３
５
０
食
は
約

40
分
で
終
了
と
な
り
好
評
を
得
た
。


